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福島県に毛摸擬原子爆弾を投下米軍は1945年7月20日以降訓練のため､原爆そっく
りの模擬原爆(重さ4.5トン)49発を全国30都市に投下し400人以上が死去。7月20日に福

島市といわき市に､7月29日に郡山市に2発の模擬原爆が投下され､福島市で14歳の少年

1名､郡山市では39名が犠牲に｡そして8月6日広島に､9日に長崎に原爆を投下しました。
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福島の小児甲状腺がん293人に6人が東電を提訴
嫡出手術をうけ生涯薬を飲み続け、結婚や出産は…’

●原発事故の放射線被ばくで甲状腺がんを発症した福島

県の子どもたち●事故から2年後の2013年2月に初めて3

人が発見され､その後増え続け､含年1月に293人(266＋
27人)になり､うち222人が摘出手術をうけました●しかし

福島県も医師団も｢原発事故の被ばくとは考えにくい･過

剰診断のために発見されている｣と発表し､11年後の現在
も原発事故との因果関係を認めてはいません。

現在17～27歳になった男女6人の患者たちは、事故との
関連を認めるよう今年1月27日に東京電力を提訴しました。

▲朝倉悠三さんの「震災絵日記」
“見えないものにおびえる日々”
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南相馬市博物館で刀0月か局"原爆展"を開催
『相双地方の被爆体験を伝え継ぐ－縮ヒロシマ｡ﾅｶｻｷのこと-』
写真ﾊﾈﾙ､広島の被爆瓦､丸木夫妻作『原爆の図火』催製)などを展示

一

今から約40年前､相双地区の10名ほどの市民と高校教員が中

心になり､核兵器廃絶をめざす｢原水爆を考える原町市民の会

」（会長古山哲朗さん）を発足させ､市内で映画『にんげんをか

えせ』の上映会や原爆展を開催しました｡さらに1983(昭和58）

年には相双地区に住む広島･長崎の被爆体験者20名を探し出

し､被爆の体験談集『私も証言する一ヒロシマ･ナガサキのこと』

(B6判･198ページ><左コピー＞にまとめて出版しました。

そして今回、南相馬市博物館(原町区牛来）ではこの被爆体

験談集を元にして､10月22日(土)から12月11日（日）まで「原爆

展･相双地方の被爆体験を伝え継ぐ」を開催します。

おもな展示は､①原爆の写真パネル､②広島で被爆した屋根

瓦の現物､③相双地区の被爆者の状況､④丸木夫妻｢原爆の図

火｣(複製)､⑤相馬高校放送局が制作した"被爆者のテレビ番

組"2作品の放映､⑥ウクライナの子どもたちの手紙と絵など。
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▲『私も証言する』
は三刷で計3000部を

発行し、販売したり、約
半数を全国の図書館や

＜事務局よ&I> 会費の納入あLIがどうございまず
ゅうちよ銀行はじめ金融機関の送金料が高くなり､会員の皆さまにご負担をおかけして、

事務局員一同大変心苦しく思っています｡納入に感謝し､意義ある活動のため頑張ります。

参議院選挙で､改憲を目指す政党勢力が3分の2を超え､いよいよ大変な状況になってき
ました。でも私たちは現在の憲法の世界史的な意義や大切さをさらに学習して、自民党の改

憲案の問題点を指摘し、憲法を護り「戦争しない国 日本」の堅持を主張していきたい。

○会計:井上由美 〒975-0031南相馬市原町区錦町1-43井上薬局内TEL22-751 1.FAX26-089 2

O石田賢二(郡山市) TELO80-5556-4037 0番場恵子TEL22-0715 0大浦祥見TEL24-0704

O志賀勝明(相馬市) TELO90-9530-5524 0若松麟二TELO90-4929-7227O田中徳雲(小高区）


